



Synthesis of N，・p-Acetamidobenzoylmelamineand its PartiaI Hydrolysis. 
Hidehiko KITAJIMA， Osamu YOSHIZAWA， Yoshibumi OSHIMA 
(Received Oct. 15， 1970) 
p-Acetamidobenzoic anhydride was prepared from p-acetamidobenzoic acid and 
acetic anhydride. 
The condensation of melamine with p-acetamidobenzoic anhydride in pyridine 
under ref1ux gave N-p-acetamidobenzoylmelamine. 
An attempt to convert N・p・acetamidobenzoylmelamineto the corresponding amino 
derivative by partial hydrolysis with aqueous sodium hydroxide or hydroch1oric acid 
fai1ed to succeed， and in the former medium， melamine was obtained， and in the 
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(d)で窒素分析の結果， (2)の水和物 (2).H20 に一致し
た口減圧下(3 mmHg)， 1800 Cで30分加熱乾燥して
























(No.2 )。またいずれの場合も低融点物質， mp 160 
--70Cが副生した口
ABAはその量素分析{置が計算値と一致すること，






























メラミン， rnp 349"'-'500 Cは前報めと同じものであ
るo p-アミノ安息香酸， rnp 184~50 Cは市販1級品
であるO 無水酢酸， bp 137"'-'8.50Cは市販1級品を蒸
留したものである O ピリジン， bp 113"'-'40Cは市販品
を酸化パリウムで乾燥し，蒸留後さらに Harrisonら
の方法10)で脱水精製したものであるo ジオキサン，






状態で無水酢酸， 148.09 (モル比 1:2)を40分にわ
たって徐々に滴加した。さらに 10分煮沸を続けて放
冷，析出した結晶をロ過して組製品， rnp251 ~30 C， 
125.09 (収率96%)を得た。このものをジオキサγ






















たとえば N，N'，N"ー トリベンゾイルメラミンを 5%
カセイソーダ水溶液中で1時間煮沸すると完全にメラ



































トアミドベンズアミド， mp 261~20C ， 0.19 (収率
50%)を得た。このものを水より再結晶して精製品，
mp262~30C (分析値 N15.53% ; C9HI0N202として
の計算値 N15.73% ;文献 mp274.50C14)(p-アセ
トアミドベンゾニトリルより合成))を得た口 ロ液A
を希塩酸で中和してAB，mp250~lOC ， 0.19 (収
率50%)を得た。
iv ABAとアニリンとの反応





















3N塩酸 24meで pH8v:こして粗製品， mp 200"-'20C 
但)， 0.99C司を得た。粗製品収率57%(D+E)。
組製品を水より再結晶して， mp 183"-'50 C (d)の但)
の水和物(分析値 N32.56% : C12H12N702・H20 と
しての計算値 N32.13%)を得た。このものを乾燥
(3 m1lHg. 180oC， 30分〉して白)， mp281"-'20C(分
析値 N33.66% ; C12H12N702としての計算値N34.15
%)を得た口
吋 (1)のアセチル化による(2)の合成
(1)， 0.39および無水酢酸， 0.259 (モル比 1:2) 
をピリジン 20me中で10分煮沸反応させた。ピリジン





vi (2)のカセイ γー ダ水溶液による部分ケン化
白)(水和物， mp 180~20C(d)) 0.69を5%カセイ
ソーダ水溶液7.2me中， 900Cで;30分加熱した。冷却，
ロ過してメラミン， mp 340----20C， 0.29 (収率100
%，標品との混融試験により確認〉を得た白ロ液を 3
N塩酸にてpH5にL，濃縮して粗p-アミノ安息呑酸










トー， mp 264"-'50C (別途合成標品16)，mp265"-'60C 
との混融試験により一致〉を得た口組ア γメリンを取
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